
　
こ
れ
を
十
分
心
得
て
い
た
の
が
、
台
湾
総
督

の
児
玉
源
太
郎
と
民
政
長
官
の
後
藤
新
平
。
融

和
と
協
調
に
よ
り
、
自
立
的
発
展
を
目
指
す

「
台
湾
の
た
め
の
統
治
」。
度
量
と
優
し
さ
を

備
え
た
児
玉
は
精
神
の
人
。
児
玉
に
心
服
し
た

後
藤
は
超
が
つ
く
有
能
な
実
務
家
。
二
人
の
治

政
は
８
年
続
き
、
行
政
の
仕
組
み
を
整
え
、
鉄

道
を
敷
き
、
農
業
を
振
興
さ
せ
た
。
そ
の
下
に

精
鋭
が
集
う
。
製
糖
業
の
飛
躍
的
発
展
に
尽
く

し
た
新に

と

べ

渡
戸
稲い

な
ぞ
う造
。
苦
闘
の
末
、
縦
貫
鉄
道
を

敷
設
し
た
長
谷
川
謹
介
。
志
の
あ
る
官
僚
や
経

済
人
が
、
次
々
と
台
湾
を
目
指
し
た
。

　

そ
の
良
質
な
明
治
的
精
神
の
系
譜
の
中
に
、

八は
っ
た田
與よ

い
ち一
が
い
る
。
東
京
帝
大
で
学
ん
だ
土
木

技
術
者
。「
官
位
や
地
位
の
た
め
で
な
く
、
人
の

役
に
立
ち
、
後
世
に
恩
恵
を
残
す
仕
事
を
し
た

い
」
と
の
信
念
で
、
自
ら
望
ん
で
台
湾
に
来
た
。

大
陸
寄
り
の
台
湾
中
南
部
に
、
嘉か

な
ん南
平
野
と
い

う
穀
倉
地
帯
が
あ
る
。
か
つ
て
こ
こ
は
洪
水
、

干
ば
つ
、
塩
害
に
苦
し
む
不
毛
の
地
だ
っ
た
。

八
田
は
考
え
る
。
こ
こ
に
水
を
引
き
、
美
田
に

変
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
台
湾
の
真
ん
中
は
南
北
に
高
い
山
が
連
な
り
、

幾
筋
も
の
谷
か
ら
勢
い
よ
く
水
が
流
れ
る
。
ど

こ
か
を
堰せ

き

止
め
、
ダ
ム
を
つ
く
り
、
そ
の
水
を

水
路
で
配
る
巨
大
な
灌か

ん
が
い漑
施
設
は
ど
う
か
。
遠

大
な
構
想
は
物
議
を
醸
す
。
莫
大
な
費
用
は
、

人
と
機
械
は
用
意
で
き
る
の
か
。
時
の
総
督
と

長
官
は
逡し

ゅ
ん
じ
ゅ
ん巡
せ
ず
事
業
を
承
認
し
た
。
大
正
９

年
、
夢
の
大
工
事
が
始
ま
っ
た
。

　
ア
ジ
ア
を
中
心
に
外
国
人
観
光
客
が
急
増
し

て
い
る
。
昨
年
暮
れ
、
上
海
と
台
湾
で
観
光
セ

ー
ル
ス
を
し
て
き
た
。
双
方
の
対
応
は
随
分
と

違
っ
た
。
上
海
の
旅
行
会
社
は
、
依
然
と
し
て

原
発
事
故
の
影
響
が
強
く
、
福
島
向
け
の
企
画

は
ま
だ
先
の
こ
と
と
、
い
さ
さ
か
冷
た
い
反
応
。

風
評
の
深
刻
さ
に
心
が
沈
ん
だ
。

　
台
湾
で
は
話
題
に
の
ぼ
ら
な
か
っ
た
。
東
京

か
ら
の
距
離
、
交
通
条
件
、
観
光
ポ
イ
ン
ト
を

尋
ね
ら
れ
た
。「
前
向
き
に
検
討
し
て
み
ま
す
」

と
の
、
に
こ
や
か
な
顔
に
ほ
っ
と
し
た
。
台
湾

は
親
日
的
と
い
わ
れ
る
。
確
か
に
街
の
そ
こ
こ

こ
に
親
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
日
本
語
が
通
ず

る
せ
い
か
、
演
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
が
流
れ
て
い
る

せ
い
か
、
異
国
へ
来
た
緊
張
感
は
少
な
い
。
懐

か
し
い
日
本
に
め
ぐ
り
合
っ
た
よ
う
だ
。

　
台
湾
は
日
清
戦
争
後
、
50
年
間
日
本
が
統
治

し
た
。
清
は
、
台
湾
を
文
明
の
届
か
ぬ
“
化け

が
い外

の
地
”
と
し
、
治
安
対
策
の
他
は
力
を
入
れ
な

か
っ
た
。
日
本
に
と
っ
て
、
軍
事
上
も
経
済
上

も
重
要
な
島
。
だ
が
、“
搾
る
”
と
い
う
植
民
地

的
手
法
で
は
、
早
晩
行
き
詰
ま
る
こ
と
は
必
至

で
、
円
滑
に
経
営
す
る
た
め
の
方
策
が
欠
か
せ

な
い
。
そ
れ
に
は
社
会
資
本
を
整
え
、
産
業
を

興
し
、
生
活
レ
ベ
ル
を
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

貯
水
量
１
億
５
千
万
ト
ン
の
烏う

さ
ん
と
う

山
頭
ダ
ム
。

堰え
ん
て
い堤
は
、
土
・
砂
・
玉
石
等
を
組
み
合
わ
せ
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
以
上
の
強
度
を
出
す
驚
く
べ
き

工
法
だ
っ
た
。
給
排
水
の
延
長
は
１
万
６
千
㎞
。

万
里
の
長
城
の
６
倍
以
上
の
水
路
を
、
網
の
目

の
よ
う
に
め
ぐ
ら
せ
、
15
万
㏊
の
水
田
を
潤
す
。

難
工
事
は
、
わ
ず
か
10
年
で
完
成
し
た
。
人
々

は
滑
る
よ
う
に
流
れ
く
る
水
を
目
に
し
、「
神
の

恵
ん
だ
水
」
と
歓
喜
の
声
を
あ
げ
た
。

　
近
く
に
は
職
員
宿
舎
や
作
業
員
長
屋
、
商
店

街
、
小
学
校
が
作
ら
れ
２
千
人
の
街
が
で
き
た
。

映
画
や
芝
居
、
盆
踊
り
を
共
に
楽
し
み
、
休
日

に
は
麻
雀
や
花
札
に
興
じ
た
。
八
田
は
日
本
人

も
台
湾
人
も
分
け
隔
て
し
な
か
っ
た
。
夫
人
も

頭
の
低
い
人
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
仕
事
と
生
活

が
溶
け
あ
う
、
暖
か
い
共
同
体
が
あ
っ
た
。

　
ダ
ム
湖
は
、
一
帯
の
山
々
が
沈
み
、
無
数
の

枝
を
張
っ
た
珊さ

ん
ご瑚
の
よ
う
に
み
え
る
こ
と
か
ら
、

「
珊
瑚
潭た

ん

」
と
い
わ
れ
る
。
美
し
い
湖
水
を
見

お
ろ
す
丘
に
八
田
の
銅
像
が
あ
る
。
意
思
の
強

そ
う
な
角
ば
っ
た
顔
。
作
業
ズ
ボ
ン
で
腰
を
お

ろ
し
、
湖
を
見
つ
め
て
い
る
。

　
そ
の
奥
に
夫
妻
の
墓
が
あ
る
。
二
人
は
悲
劇

的
な
死
を
迎
え
た
。
八
田
は
昭
和
17
年
、
灌
漑

調
査
で
南
方
に
向
か
う
途
中
撃
沈
さ
れ
た
。
夫

人
は
昭
和
21
年
、
日
本
人
が
引
き
揚
げ
る
中
、

ダ
ム
に
身
を
投
げ
た
。
農
民
は
日
本
風
に
御
影

石
で
墓
を
建
て
た
。
八
田
の
命
日
の
５
月
８
日

に
は
、
毎
年
墓
前
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。
夫
妻

は
台
湾
の
土
に
な
り
、
今
も
慕
わ
れ
て
い
る
。
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市長の手控え帖
『
台
湾
の
土
に
な
る
』


